
令和４年度 学校経営グランドデザイン 南風原町立南風原小学校

国 ・日本国憲法・教育基本法・学校教育法・学習指導要領 教 ○思いやりのある子 （徳） ・児童の実態・保護者の願い
県 ・沖縄県教育振興計画・沖縄２１世紀ビジョン基本計画 育 ○自ら学ぶ子 （知） ・教師の願い・地域社会の願い
の ・学校教育における指導の努力点 目 ○元気で、ねばり強い子 （体）
施 ・沖縄県キャリア教育推進プラン 標 本校の教育課題

策 ・小学校教育課程編成要領

・学力向上推進５か年 プラン・プロジェクト ○進んで積極的なあいさつ

自己肯定感を高める 学び・育ちの実感 組織的な関わり 本校で育成する児童の資質・能力 ○体力の向上

日常化する 〇生徒指導の３つのポイントを生かした授業を日常 知識・技能 基本を大切にし確実に身に付ける 凡事徹底 ○自己肯定感の低さ

化する 子ども ○学びの質を高める授業改善・学

そろえる 〇見取る視点・観点を共有し共通実践する。 思考力・判断力 場に応じて考え、判断して行動に 試行錯誤 校改善（45分完結授業）
支える 〇支持的な風土をつくる学校・学級経営の充実 ・表現力 移すことができる子ども
見通す 〇授業改善・学校改善に向けた校内研究体制の充実 学びに向かう力 苦手なことにもあきらめずにチャ 挑戦意欲
つなぐ ○学校・地域・家庭の互恵的関係の構築 ・人間性 レンジする子ども

めざす学校像 めざす児童像 めざす教師像 願う保護者像・地域像
(1) 子ども一人一人が成長する楽しさを実感し、 (1)思いやりのある子 (1) 教職に情熱を持つ教師 願う保護者像

教職員にとってやりがいがあり、地域から信頼 ・基本的な生活習慣が身に付いている 教師の仕事に対する使命 ・子どもとともに学ぶ
される学校 ・自他のよさを認め、自己肯定感が持 感や誇り、子どもに対す 保護者

・ 全ての教育活動の発想と判断の基準を子ども てる。 る愛情や責任感、常に学 ・子どもを躾け、見守
に置く学校（学習者起点） ・思いやりがあり、相手の立場になっ び続ける向上心を持ち地 る保護者
・わかる授業、参加する授業を行う学校 て考え、創造する力を持てる。 域から信頼される教師 ・子どもや学校に関心
・あいさつ、靴箱の整頓、正しい廊下歩行、もく (2)自ら学ぶ子 (2) 確かな力量を持つ教師 を示し、学校と協働
もく清掃を徹底する学校 ・読み書き計算が定着している。 子ども理解、児童への指 する保護者
・支持的風土のある学級経営を基盤に学習指導を ・常にめあてをもって考え根拠をもと 導力、集団指導力、学級
行う学校 に論理的に説明できる。 づくりの力、学習指導授
・いじめ、不登校等の早期発見、早期解決を図る ・自分から進んで授業で学んだことを 業づくりの力を持つ教師
ため初期対応に全力を尽くし関係機関との連携 生活場面で生かす。 (3) 総合的な人間力を持つ 願う地域像
を図る学校 (3)元気で、ねばり強い子 教師 ・いつも子どもを見守
・教育環境がきちんと整備され、清潔で花いっぱ ・基本的な運動技能を身に付け運動を 豊かな人間性や社会性、 る地域
いの潤いのある学校 楽しんでいる。 常識と教養、礼儀作法、 ・学校と共に子どもを
・保幼小連携を密にし、幼児教育から小学校教育 ・勤労や奉仕性に富み、考え行動でき コミュニケーション能力、 育てる地域
へのスムーズな移行とが図ることができる学校 る。 同僚との協調心を持つ教 ・学校と協働し、活力

・小中連携を密にし、小学校教育から中学校教育 ・健康安全に気を付けて、元気で活力 師 を得る地域
へのスムーズな移行とが図ることができる学校 がある。
・保護者、地域と連携した教育活動を展開し信頼
に応える学校

学 校 経 営 に お け る 指 導 の 重 点 、内 容
(1)「学力向上推進プ 〇 「めあて」を設定、掲示し、「めあて」に正対した「まとめ」「ふりかえり」の確実な実施。〇 学年で協働した教材ノート作成。〇 ICT 機器の効果
ロジェクトⅡ」に 的な活用。〇 「問い」が生まれる「主体的・対話的で深い学び」のある授業の構築。〇 全ての教科における言語活動の推進（思考力・判断力・表現力

基づく授業改善 の育成）〇 県学びの確かめテストを活用した授業改善。

(2)道徳教育の充実 〇 問題解決的な学習を取り入れた「考え、議論する道徳」を通した道徳授業の実践。○多様な指導方法に取り組み、指導と評価の一体化を目指す。

○ 子どもの心と目線に立った「授業づくり」に取り組む。（発問の工夫や教師が共感するとともに子どもの本音が引き出せる「力のある資料」の活用、

地域人材の活用等）〇各教科等で、それぞれの特性に応じた道徳の内容を適切に指導する。

(3)健やかな心と体を 〇 体力テスト、泳力テストの実施及び活用。〇 学校保健委員会の定期開催と専門家の活用。〇 充実した食育、給食、歯磨き指導。〇 飲酒、喫煙、薬

育む教育の充実 物乱用防止、性（エイズ）教育の実施。

(4))生徒指導の充実 〇 生徒指導体制・教育相談体制の確立（初期対応に全力を尽くす）〇 ケース会議及び連絡会の開催 〇 「分かる授業」「参加する授業」の充実〇学年

・学級経営の充実（支持的風土のある学級経営の実施）〇 教育相談旬間、相談日の効果的実施。

(5)キヤリア教育の充 〇 キャリア教育の理解（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力）、職場見学、進路指導の

実 充実、特別活動の充実

(6)特別活動の充実 〇 子ども達の学級に対する思いや願いが反映された学級目標づくり及び学級目標達成を意識した学級づくり。〇 話合い活動の活性化を図り、児童の自

発的・自治的な活動を充実。〇学校行事を工夫・改善し内容や実践の充実。〇活動内容(3)の指導法の研究・実践
(7)特別支援教育の充 〇 特別支援教育における学校全体の協力体制づくりの推進 〇 特別支援学級の教育実践の充実（個別の指導計画の作成及び改善充実）〇 交流及び共

実 同学習の充実 〇 就学指導体制の充実 〇 通級による指導の充実

(8)食育の推進 〇 全教育活動を通した食育の推進 〇 家庭・地域関係機関との連携・協力を行い「食」に関する知識と「食」を選択する力を育成する。

(9)学校安全・防災教育の推進 〇危機管理体制の確立や校内・校外における安全指導の徹底、安全点検日の位置づけ、避難訓練や非行防止教室の実施
(10)人権教育の充実 〇 人権教育の指導体制や校内研修の充実 〇 人権を考える日（月１回）の位置づけ 〇 人権教育の指導の工夫・改善 〇 「いじめ防止基本方針」の

共通理解と改善

（11）平和教育の充実 〇 学校の全教育活動を通した実践（生命尊重、思いやりの心、平和を希求する態度の育成）〇 指導内容や指導方法の工夫・改善〇 平和集会の実施

(12)国際理解・外国語教育の推進 〇 全教育活動を通した国際理解教育の推進 〇 国際理解教育（英語科、英語活動）の充実

(13)情報教育の充実 〇 情報通信ネットワークや教育用コンテンツの活用 〇 ICTを活用した指導内容や指導方法の工夫改善 〇 情報モラル指導の充実

(14)環境教育の充実 〇 全教育活動を通した環境教育の充実。〇 環境に関する指導内容や指導方法の工夫改善 〇 花いっぱい運動の実施 〇 清掃指導の徹底 〇 環境整備

年間計画の作成一人一鉢運動の実施

(15)総合的な学習の 〇 全体計画や年間指導計画の改善・充実。〇 実施方法等の充実 〇 評価の充実 〇 保護者や地域社会の理解と協力 〇 他教科との連携

時間の充実
(16)開かれた学校経営 〇全職員協働体制で学校課題解決に取り組む。学校だより、ホームページ等で保護者、関係機関に情報提供、保護者・児童アンケートの公表

学 年 目 標 学習を支える取り組み
一 ○ なかよくする子 四 ○ 仲良く協力する子 凡事徹底（レインボータスク）
年 ○ しっかりきく子 年 ○ よく考え、進んで学習する子 １．あいさつ ２．さん付け
○ 元気で、がんばる子 ○ 元気で、最後までがんばる子 ３．ふわふわ言葉 ４．スリッパ・靴並べ

二 ○ なかよくたすけあう子 五 ○ 相手の気持ちを考え、協力する子 ５．廊下・階段歩行 ６．黙想・立腰
年 ○ しっかりきいて、よく考える子 年 ○ 問いを持ち、学習する子 ７．学習の準備
○ 元気で、がんばる子 ○ 元気に最後までやりぬく子

三 ○ 思いやりのある子 六 ○ 思いやりがあり、協力する子 ★基礎基本の定着：「読み書き計算」
年 ○ 進んで学ぶ子 年 ○ よく聴き・考え、進んで学習する子 ★返事、発表の仕方（話型）
○ 元気で、最後までがんばる子 ○ 健康でねばり強くやりぬく子 ★早寝、早起き、朝ごはん、徒歩登校

特別支援学級 ○思いやりのあるやさしい子 ○しっかり聞く子 ○最後までがんばる子 ★読書、家庭学習の習慣化

生徒指導と健全育成 学年・学級経営の充実 安全・安心・健康の学校づくり
(1)個々の児童理解と適切な支援・指導 (1)自分らしさを生かし伸ばせる工夫 (1)日々の安全点検の実施・改善
(2)全職員の共通理解と一致協力実践 (2)一人一人を大事にし認め合う学級づくり (2)危機管理体制の充実
(3)好ましい人間関係づくり (3)健康観察、所在確認の確実な実践 (3)児童の危険予測・回避能力の育成
(4)基本的な学習態度、生活習慣育成 (4)学習効果を高める教室環境の工夫 (4)登下校の安全確保のためのＰＴＡと
(5)自己の伸長をめざす自主性の育成 (5)視覚から学べる学級掲示物の工夫 家庭地域との連携
(6)なりたい自分となれる自分を広げる実践 (6)学年集会・行事の充実 (5)体力づくりのため、徒歩通学の奨励
(7)寛容で誠実な態度の育成 (7)学年・学級経営の工夫改善 (6)学校栄養職員の活用

教職員評価システムの充実 学 校 評 価 の 充 実 現 職 教 育 の 実 施
・児童の教育保障・教職員の資質の向上 ・自己評価 ・児童評価 ・外部評価 ・校内研修の充実
・学校の活性化・説明責任の明確化 ・反省・評価・改善 ・各種研修会への積極的な参加


